第7回　施設処遇検討会議　議事録　H22.6.07

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・中村文洋・須々田珠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・小笠原嘉紀・木村春子・中居則子・

　　　　小向達也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・兵藤拓明・福士一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内一貴・三浦とし子末政絵美・長谷部泰史

　　　　　　　　　森富茂子・小坂和子)

記　録：上平ユリ子
議題

１：種本　サハ様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

３：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：種本　サハ様　（青明舎利用者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

①　GHの対人関係について

介入方法

· トラブルが起こらないように、その都度対応を行う。

· トラブルが起きた際には本人の負担も考え、できるだけトラブルを最小限にするようにこちらから介入する。

②　体調不良時の対応

介入方法

・　青明舎の訪問時の際には、個人面談を行いその都度対応を行っていく。

・　部屋の様子や、本人の様子等で本人のささいな変化に気づくようにする。

· GHの世話人と情報の共有を徹底する。

＜評価＞

食事代増額から生活費の不安を訴えられており、相談時に実家にある天理教に生活費から3万円毎月お布施していた事が発覚している。お金を天理教にお布施する事により、「将来が安心できる。」「いずれ面倒をみてくれる。」と思っているおり、お布施を中止する事により体調悪化の恐れがある為､生活に支障のない金額3千円（本人、天理教関係者と話し合いの結果）送金するように決めている｡今後、金銭面で問題のないように訪問時の際には、個人面談を行いその都度対応を行っていく。

デイナイトケアを休む時は必ず連絡するように指導し､また関係施設からいつでも連絡が取れるように継続して支援していく。

グループホームから介護施設への移行により、本人と施設移行について説明した後から、体調不良の訴えが続いている。環境変化に強い不安がある為、介護施設に移行するまで精神面でのサポートが必要であり、また介護施設にスムーズに移行できるように支援していく。

２：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：高コレステロール血症・高ＬＤＬＣ血症

＜支援内容＞

1 身の回りの整理整頓が上手くできない

介入方法
・　休日は必ず、自室の掃除を行ない整理整頓する習慣を身につけていく。

· 自室の掃除が出来ていない時は声かけにて、清掃を促す。また、定期的にアドバイスをしながら一緒に行なう。

· 身の回りの衣類や物品についても、定期的に数量の把握を行なっていく。

②　生活リズムが乱れる事がある（起床時間の遅れ）

介入方法　
· 本人と定期的な面談を行ない、現在できている部分とできていない部分を本人と振り返り、生活リズムの安定を意識付け、意欲の向上を図る。

· 余暇の活用については徐々に定着してきており、今後も継続していけるよう支援していく。

③　金銭管理ができない（金銭の収支について理解が薄い）

介入方法
· 月の金銭収支に関する認識が薄い為、段階的に収支の遣り繰りについて指導を行なっていく。

· 購入前に必要な物かどうか、商品金額をあわせて考えた上での検討を行なっていく。

· 定期的に小遣い帳の確認を行い、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。

4 不安なことに体調を左右されやすい（環境の変化や指導に対して）

介入方法
· 環境変化や指導内容によって体調不良を訴えるため、ステップアッププログラム時には十分に本人と話し合う。また、段階を踏んで取り入れ精神面等をフォロ－していく。

＜評価＞

将来は青風荘からグループホームでの生活を希望されている。金銭面で生活費から毎月4千円ずつ自分で貯金するように決めているが、お金が溜まるとゲーム機等買ってしまい節約する事が出来ていない。毎月生活費にかかる費用を明確にし、理解させ小遣い帳をつけて月の出費を認識させていく。　　

一人暮しをする為の目標を立ててもらい実施していく。出来ない時はまたやり直し、繰り返し訓練していく。

体力増進の為、デイナイトに行く前に近辺を散歩してから通所する等運動量を増やしていく。

３：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：神経症性抑うつ状態　　　　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

1 金銭管理について

介入方法
· 生活保護受給額（8.3万円）の有効利用を具体的に考え退所後の生活もイメージし介入する。

· 毎月の小遣いを決めた金額でやり繰り出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。

· 小遣い帳の使用。定期的にチェックを行う。

· 小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

※デイケアへ参加時（水・金）は、昼食代として500円を渡し、残りの300円は小遣いとしている。

②日中活動と対人交流

介入方法
· デイケア利用日は水曜日、金曜日の週2回。通所プログラムに慣れる事を目標に参加している。できた事の内容を確認して評価していく。

· 休日は他者とWiiのゲーム、ボーリングを行い楽しみながら交流しストレス発散の場になるよう設定する。

· 自己中心的な考えが強く、対人交流が苦手である為、他者との結び付けを図る。

· 調理教室等では責任を持って行動出来ている為、評価していく。

③保清指導

介入方法
· 毎日、日課表のチェックを行い、保清指導を継続。

· 入浴・洗濯・掃除は強い声かけをしないと、自ら出来ない為、介入しながら一緒に行う。

＜評価＞

　花への水遣りなどの作業を本人に役割を担って頂く事で、日中生活の活動性を高めていく。また、入所も半年が経ったことから、本人に必要なスキルを重点的に支援していき、能力向上に努めていく。デイケア通所は、現在週2回の利用を始めている。今後は、通所利用の安定化を目指して、本人の支援を行なっていく。　






